
線量管理システムの利用方法

対象検査におけるレポートや
詳細線量情報の表示が可能で、
ガイドライン等と比較が可能

対象者の検査記録を
タイムスケールで表示

期間を遡って確認することも可能



診断参考レベルやガイドラインと比較することが可能

(一部、非対応の装置および検査あり)


